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　エンジニアリングのコンサルティング会

社、Campbell and Associates社の理事兼

CEO。

　同社に入社。前は空軍に４年間在籍。

　Public Education FoundationとOrange 

Grove Centerの理事および執行委員、Blood 

Assuranceの理事長、Chattano oga State 

Technical Community College Foundationの

創設者および財務長、Tennessee Jaycee財

団の会長。

　1970年に「Tennessee Young Man of the 

Year」賞、1986年に「Engineer of the Year」

賞、1992年に「Volunte er Fundraiserofthe 

Year」賞、2009年に「Tennessee Community 

Organizations　Volunteer of the Year」賞を

受賞。そのほか、「Boy Scouts Silver Beaver 

Award」賞と「Arthritis　Foundation Circle 

of Hope Award」賞を受賞し、2013年に米政

府より「Champion of Change」として表彰さ

れる。

　1976年にロータリー入会。以来、RI副会

長、理事、財団管理委員と副管理委員長、財

団管理委員長エイド、ロータリー２億ドルの

チャレンジ委員長、RI理事会執行委員、RI

会長エイド、規定審議会代表議員および議

長、会員増強ゾーンコーディネーター、多数

の委員会委員長、エリアコーディネーター、

RI研修リーダー、地区ガバナーを歴任。

　RI超我の奉仕賞、ロータリー財団功労表

彰状、特別功労賞を受賞。ジュディ夫人とと

もに財団のベネファクターおよびアーチ・ク

ランフ・ソサエティ会員。お二人には、４人

のお子さんと６人のお孫さんがいます。

人類に奉仕するロータリー

2016-15年度
国際ロータリー会長

ジョン F. ジャーム（米国 テネシー州）

人類に
奉仕する
ロータリー

Message
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　111年の歴史の中で、ロータリーは多くの
人に多くの意味を持ってきました。会員は、
ロータリーを通じて友人と出会い、地域社会
とつながり、目的意識を持ち、人びととの絆
を育み、キャリアを築き、ほかでは味わえな
い貴重な経験をしてきました。毎週、世界
34,000以上のクラブのロータリアンが、語ら
い、笑い、アイデアを分かち合うために集い
ます。しかし、私たちが集う一番の理由は、
最も大切な目標、すなわち「奉仕」のためです。
　ロータリーの初期から、人類への奉仕は
ロータリーの礎であり、主な存在理由となっ
てきました。今日の世界で意義ある奉仕を行
う最善の道はロータリー会員になることであ
ると、私は信じています。また、世界に確か
な変化をもたらすために、ロータリーほど優
位な立場にある団体はないと考えています。
さまざまな分野から熱心で有能な職業人が集
まり、壮大な目標を実現できる団体も、ほか
にありません。ロータリーには、世界を変え
る力、ネットワーク、知識の結集がありま
す。ロータリーに限界があるとしたら、それ
は私たちが自分自身に設けている限界にすぎ
ません。
　現在、ロータリーはとても大事なときを迎
えています。今はいろいろな意味で今後を決
定づける歴史的な節目です。私たちは力を合
わせ、世界に重要な奉仕を行ってきました。
そして、今、世界の行く末は、私たちのさら
なる奉仕にかかっています。世界でもっと大
きな「よいこと」の推進力となるために、固い
決意と熱意でポリオ撲滅を成し遂げ、勢いを
つけてロータリーをさらに前進させながら、
これまでの成功をバネに飛躍するときが来た
のです。
　ポリオ撲滅から私たちが学んだ多くのこと

の中で、最も大切ながら最もシンプルなこ
と、それは、ロータリー全体の発展を望むな
ら全員が同じ方向に進まなければならないと
いうことです。クラブ、地区、RIのレベル
におけるリーダーシップの継続は、ロータ
リーを繁栄させ、その秘めたる可能性を最大
限に発揮する唯一の方法です。新会員の入会
や新クラブの結成だけでは十分ではありませ
ん。私たちが目指すのは、単にロータリアン
の数を増やすことではなく、ロータリーによ
る善き活動をより多く実現させ、将来にロー
タリーのリーダーとなれるロータリアンを増
やすことです。
　ポール・ハリスは晩年、ロータリー設立の
経緯について振り返り、次のようにつづって
います。「個人の努力は個々のニーズに向け
ることができます。しかし、大勢の努力の結
集は、人類の奉仕に捧げなければなりませ
ん。結集された努力に限界というものはあり
ません」。いつの日か120万人以上のロータリ
アンが一体となり、ロータリー財団や各自の
リソースを駆使して人類への奉仕に取り組む
ことになろうとは、ハリスも想像しなかった
でしょう。そのようなロータリーに対してハ
リスがどんな奉仕を期待するのか、私たちは
想像するしかありません。「人類に奉仕する
ロータリー」の伝統を継承する名誉を授けら
れた私たちには、このような奉仕を行ってい
く責務があるのです。

心をこめて

2016-17年度国際ロータリー会長
ジョン・ジャーム
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　いよいよ、新しい年度がスタートしました。
国際ロータリー第2630地区内77クラブの会
長・幹事の皆様、そして地区内ロータリア
ンの皆様、歴史と伝統ある第2630地区のガバ
ナーとして皆様と共に専心奉仕できることを
大変光栄に存じております。どうぞよろしく
お願い致します。
　今年度国際ロータリーのテーマは、
　「Rotary serving humanity, 
　　　人類に奉仕するロータリー」  です。
　ジョンF・ジャームRI会長は、「ロータ
リー創始者ポール・ハリスが「人生の最大の
目的は人類に奉仕すること」と信じていた
ことに触れ、ロータリーの一員であること
は、そのための「大きな機会」であり、「ロー
タリーを通じて社会に貢献する大きな機会、
人類へのロータリー奉仕を通じてより良い世
界を導く機会である」と強調。そして、「ロー
タリーは今、岐路にたっており、今年度はポ
リオ撲滅の可能性があり、ロータリーの歴史
で最も重要な年であり、今から準備しておく
ことが極めて重要である」と言及。具体的に
は、ポリオ撲滅にロータリーが果たした役割
をクラブと地域社会で情報を広げるよう呼び
かけました。
　さらに、ロータリー入会こそ世界を変える
方法であること、そして、社会貢献への熱意
をもつ職業人が集うロータリー独自の力を生

かせば、ポリオ撲滅の様な大きな目標を達成
できることを」と強調されました。社会貢献
をしたい人たちが、ロータリー入会こそが世
界を変える方法だと考えるようにすること。
そのためには、クラブにその機会を提供する
用意がなければならないのです。ロータリー
がさらに前進するには、意欲と思いやりと知
恵にあふれた人たちがもっと必要です。若い
人たち、退職後間もない人たち、現役で仕事
している人たちが皆、ロータリーに入会して
活動したいと感じるような、柔軟性のあるク
ラブが必要なのですと述べられました。

　柔軟性のあるクラブという考え方からで
しょうか2016年規定審議会の一番大きな変更
点は、会員身分と例会の柔軟性の改正です。
例会の頻度を最低月２回にすることが可能に
なりましたし、出席や会員の種類につきまし
ても独自の規定を定めることも可能になりま
した。
　今回の改正に対応して、いかにクラブが自
治権を行使していくか、クラブの独自性、自
主性をいかに発揮していくかがクラブに問わ
れています。
　それには、規定審議会において、制度、組
織の改定に惑わされることなく、しっかりと
本質を見つめて行動を起こすという事です。
そして、クラブに魅力があり、ひかり輝く為

今こそ、ひかり輝くクラブで翔こう

2016-15年度
RI第2630地区ガバナー

剱田　廣喜

Message
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の選択をしなければなりません。
　では本質とは何か、私はロータリーが創立
されて間もなく考えられた組織原理〔一業種
一会員の限定会員制度〕〔定期的な例会出席〕
と考えます。
　ロータリーが単なる親睦団体、慈善団体、
寄付団体ならば、クラブの親睦を楽しめばよ
いのです。何回でも休会にし寄付を集める時
に例会を開けばいいのです。同業者を何人で
も入れたらよいのです。
　私たちはもはや、お題目の様に（人づくり
のロータリー）（倫理運動体としてのロータ
リー）と唱えている時代ではありません。　
今こそロータリーの草創期に立ち還り、例会
にて会員同士が職業奉仕を語り合い・学びあ
う（例会は人生道場）、真のロータリー運動を

推進しなければなりません。
　ロータリーの魅力はもう、クラブの自治権
しか取り戻せないのです。ロータリーを守る
為にロータリークラブ（クラブ自治権）があり
ます。

岡田信春直前ガバナーへの感謝の言葉
　岡田直前ガバナーにおかれましては、ガバナー方針としまして（過去、現在・今、行動
するロータリーアン）を掲げられ、国際ロータリー・地区・委員会等の行事に率先して参
加され、まさに、行動するガバナーであられました。
　岡田直前ガバナーを表して、ブルドーザーのようだと言われる方もいましたが、私がエ
レクトとして供に行動して感動したのは、周到に勉強、準備されていてその事を見せない
という事です。激怒したり、声が大きくなったり、言葉がすこし悪くなったりしたことも
ありましたが、その根底には常に相手に対する思いやりの心、やさしさがありました。
　岡田ガバナーと一年間行動を供にし、ロータリーを語り、お酒を飲みその人柄に触れた
とき、ロータリーアンとして最高のプレゼントをもらいました。
　本当に１年間大変ご苦労様でした。感謝申し上げると共に、今後ともご指導いただきま
す様よろしくお願い申し上げます。

2016-2017年度 RI第2630地区　　  
     ガバナー　剱田　廣喜

（「続ロータリーを語ろう」・「新ロータリーを語ろう」）
RID2680久野薫パストガバナー著参照

…ガバナー月信に皆様のご意見の投稿を…
　今、ロータリーは変革の時を迎えています。こういう時だからこそ、ロータリーの原点
に立ち返り、ロータリーとは何かを深く考え、行動しなければなりません。
　ガバナー月信の中で、WHAT’S　ROTARY（ロータリーとは何か）を考える場を設け、
皆様のロータリーとは何かの意見交換、共有の場としたいと思います。皆様のご意見をお
待ちしております。

WHAT’S  ROTARY
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　物事には全て原理原則があります。どのよ
うな場合にもあてはまる原理原則を学ぶこと
により、あらゆるケースにおいて自分で判断
できるようになるのです。時空に関係なく必
ず成立するのが原理原則です。
　ロータリーにも原理原則があります。この
激動の時代だからこそ、原理原則を組織の核
として持つことで、組織を取り巻く様々な外
的変化を、組織自身が自ら選択した主体的な
変化とすることができると考えます。ロータ
リーの創始者ポール・ハリスの言葉を借りる
までもなく、組織は生き残っていくために変
化への対応を常に迫られています。しかし、
状況の変化に逐一振り回されるのではなく、
ロータリーの本質を見据え、原理原則に基づ
いた判断をすることが今求められています。
それでは、ロータリーの原理原則とは何で
しょうか？　私は、1923年の国際大会決議に
よって原理原則を認識し、それを初めて明文
化したセントルイス大会「決議23-34号」が、
ロータリーの原理原則であると考えます。
　私は、入会以来今日までずっと、ロータ
リーとは何か？と考えてきました。ロータ
リーには、いろんな側面があり、ロータリア
ンの考えもロータリーをどう捉えるかによっ
て、100人100様です。私自身が、この「決議
23-34号」を、ロータリーの原理原則と定義
し、これを論理的な基盤としてこの命題を考
えた時、ロータリーとは、「思いやりの心」「助
け合いの心」であると言う考えに至りました。

　『奉仕の理念＝「思いやりの心」「助け合いの
心」』この心は、誰の心の中にもあります。た
だ、私たちは、資本主義の厳しい自由競争の
中にいるため、どうしても、本能的かつ利己
的になってしまいがちです。それらを抑え、
人間本来が持つ「思いやりの心」「助け合いの
心」で、私たちの身の周りを潤していくのが
ロータリーの考え方ではないでしょうか。　

　「思いやりの心」「助け合いの心」でクラブを
潤していくのが『クラブ奉仕』、仕事に従事す
るのが『職業奉仕』、地域社会、国際社会を潤
していくのが『社会奉仕・国際奉仕』、青少年
に植え付けていく事が『青少年奉仕』であると
考えます。
　私は、「奉仕の理念」「ロータリーの精神
（心）」「奉仕の理想」「超我の奉仕」「利他の心」
は、すべてその同義語であると考えていま
す。つまりは「他人への思いやりの心」であり
ます。そんな「思いやりの心」「助け合いの心」
を作り、ロータリアンとしての人格を形成す
る唯一の場所が、例会場だと信じています。
ロータリー活動は、例会出席から始まり、親
睦を深め奉仕の心を高め、職業奉仕、社会奉
仕、国際奉仕、青少年奉仕の実践へとつな
がって行きます。そこで、大切なのは先ず例
会出席です。
　Ｏne profits most who attends most
［最も出席するもの　最も報いられる］
　これが私のロータリー信条です。

『One profi ts most who attends most』
最も出席するもの　最も報いられる

Message

2016-2017年度 ガバナー信条　　　
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『奉仕の理念＝思いやりの心、
　　　　　　  助け合いの心』
桑員グループガバナー補佐
小笠原　まき子

　昨年末に剱田廣喜ガバナーより書簡が届き
ました。それは、ガバナー補佐の役割と責務
についてです。「ガバナー補佐の役割はガバ
ナーを助けて献身的な努力を以てロータリー
クラブを支援する事につきます。そして、地
区全体を視野に入れて活動する公式の職責
である」と記されておりました。また、地区
は何の為にあるか？原則論で「地区は個々の
ロータリークラブがロータリーの目的『職業
の根底に思いやりの心、助け合いの心を持つ
事を推奨し育むこと』を推進するのをサポー
トすることを唯一の目的とする」とありまし
た。あらためて身の引き締まる思いで、この
責務をしっかりと心に刻み、力不足ではあり
ますが精一杯務めて参りたいと存じます。
　今年度の国際ロータリー会長ジョン
F.ジャーム氏のテーマは「人類に奉仕する
ロータリー」で、メッセージには111年の歴史
の中でロータリーの初期から、人類への奉仕
はロータリーの礎であり、主な存在理由と
なってきていると書かれております。
　そして、剱田ガバナーの地区活動方針テー
マは『One profi ts most who attends most』＝最
も出席するもの 最も報いられる＝と述べてみ
えます。今年度のガバナー補佐として、地区
とクラブ間の情報の伝達と連携を深めて〝仲良
く、楽しく、元気よく〞をモットーに、出席率を
高め一人でも多くの友人を作って、ロータリー
生活が楽しく充実したものになる努力いたし
ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

ガバナー補佐就任にあたって

四日市グループガバナー補佐
宮﨑　由至

　剱田ガバナーの方針に基づき、四日市５
RCと地区のパイプ役として微力ながら努め
てまいりますので、どうぞよろしくお願いい
たします。
　職業奉仕を中核とした人づくりこそ剱田ガ
バナーの基本方針です。I SERVEの精神が
RCの神髄であり、例会がその修練の場です。
　原理、原則を忘れることなく、物事の本質
を見つめ行動を起こす大切な一年になります。
　一業種一会員の限定会員制度、定期的な例
会出席の本質を忘れることなく有意義なクラ
ブ活動を進めてまいりましょう。
　もっとも出席するもの、もっともよく報わ
れる。週一回の例会に出席し、切磋琢磨し自
己研さんを積み、奉仕の理想を実現すること
こそロータリアンの本懐といえます。
　会員の皆様には大変お世話になります。ガ
バナー補佐としてその責務を全うできますよ
う努めさせて頂きますので、ご協力、よろし
くお願いいたします。

ガバナー補佐として

鈴鹿・亀山グループガバナー補佐
青木　啓文

　国際ロータリー第2630地区2016-2017年度剱
田廣喜ガバナーの地区活動方針テーマは、「最
も出席するもの  最も報いられる」であります。
　ガバナー補佐としての役割は、ガバナーを
助けてロータリークラブを支援するととも
に、地区委員会の情報をグループに伝達する
ことであり、地区とクラブとのつなぎ役と
して、情報を共有しながら、RI会長、ガバ
ナー、クラブ会長の年次目標が達成できるよ
うに務めさせていただきます。
　RC・セントラルは、クラブが年度の活動

ガバナー補佐抱負



Message

Governor ’s Monthly Communication 2016 July Vol.18

計画を立て、目標を入力し、その進捗を記録
するためのオンライン・ツールであり、これ
らを積極的に利用することにより、情報の共
有化や計画の進捗確認などに活用致したい。
　国際ロータリーでは、2016年規程審議会を
おえて、多くの課題が提起されており、グ
ループでの検討を必要とする事項について
は、会長・幹事会などで調整を図らなければ
ならないと思います。
　ガバナーの言われる奉仕の理想「思いやり
の心、助け合いの心」をもって、ロータリー
活動を務めさせて頂きますので、会員の皆様
方のご協力、ご支援を宜しくお願い致します。

「ガバナー補佐抱負」

中勢・伊賀グループガバナー補佐
中村　晶宣

　11月から始まりました各種セミナー・研修
会、そしてグループ内での次年度会長・幹
事・事務局との懇談会を通じて、その責任の
重さをひしひしと感じております。
　ロータリー歴14年の間、ホームクラブで
は、比較的足早に幹事、会長を経験させてい
ただきましたが、ホームクラブ以外のことは
ほとんどわかりません。
　地区の組織や活動に関しても、初めて耳に
する事ばかりです。ガバナーや地区の方々に
ご迷惑をおかけすることが多いかと今から不
安になっています。
　さて、私が担当させていただくのは８クラ
ブです。剱田ガバナーの考え方や方針をでき
るだけわかりやすい言葉で皆様にお伝えでき
ればと思っております。各々のクラブは個人
個人がそうであるように、それぞれの歴史・
伝統、そして個性を持っています。したがっ
て、ロータリーの理念や目指すところ、ロー
タリアンのあるべき姿に関する考え方も同じ
であるはずはありません。抱える課題や問題
点も違うはずです。屈託のない意見を語り合
いたいと思っています。

　最近、多くの仲間との出会いに恵まれまし
た。この親交を糧とし、励みとし、支えとし
て、皆様に接していきたいと思います。どう
ぞ寛容なお気持ちでご協力いただきますよう
お願いいたします。

「変革の時、一歩前へ」

松阪・東紀州グループガバナー補佐
宇野　恭生

　今年度は松阪市内３クラブ・尾鷲・熊野の
ロータリアンの方々とお会いする機会が増え
ることになりますので、素晴らしい方々との
出会いを今から楽しみにしております。
　当グループですが、松阪・熊野間は移動に
約２時間かかりますので普段交流する機会に
恵まれていません。そこで今年度は９月11日
㈰に剱田ガバナーをお招きし、グループ５ク
ラブの公式訪問例会とIMを松阪フレックス
ホテルにて開催致しますので多くのロータリ
アンの方々にご参加頂き、大いに議論し大い
に親睦を深め、グループの一体感を確認する
場にしたいと思っております。
　さて、剱田ガバナーは地区の年度活動方針
テーマを「最も出席するもの、最も報いられる」
と提唱されました。今、国際ロータリーの奉仕
の方向性と日本のロータリーの奉仕の方向性が
乖離しているようにも見受けられますが、剱田
ガバナーの揺るぎない決意とご指導のもと「決
議23-34号」をロータリーの原理原則と定義さ
れ、これを論理的な基盤としてロータリーとは
何かを考えた時、ロータリーとは「思いやりの
心」「助け合いの心」であると説かれました。そ
して「思いやりの心」「助け合いの心」を作りロー
タリアンとしての人格を形成する唯一の場所が
例会場であり、そこで大切なのは例会に出席す
ることであると説かれておられます。
　このガバナーの熱い思いを担当するクラブ
の皆様に少しでも届けられるよう努力致しま
す。今、地区にとってもクラブにとっても変
革の時です、一歩前に進みましょう。

ガバナー補佐抱負
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出席率100%をめざそう

伊勢・鳥羽・志摩グループガバナー補佐
三宅　將義

　ガバナー補佐の役割は、ガバナーの意思を
クラブに伝えることにあります。
　昨年来より数多くの研修を受け、RIの方
針により日本のロータリーは様変わりするや
もしれません。剱田ガバナーは日本人の精
神、ロータリーの精神を引き継ぐ燃える人で
す。ガバナーは、ロータリーには「思いやり
の心」「助けあいの心」があり我々の身の周り
を潤していくのが、ロータリーの考えである
とおっしゃっています。そこに向かうには、
「ロータリーの原点」があります。原点とは
「例会に出席」すること。ロータリーアンとし
て人格を形成する唯一の場所が例会場。そし
て『最も出席する者最も報いられる』が剱田ガ
バナーの信条です。最近どのクラブも出席率
が落ちています。原点に返りましょう。
　私は「ロータリー道」は「武士道」であると
思っています。ロータリーの精神に「陰徳」が
あります。何かを誰かの為にするより、させ
ていただいた。
　自分の行いが誰かの為に成れているか。陰
で行動をする。自分の身もいとわない。『己
を犠牲にして相手を活かす』。これ正しく「武
士道」です。日本人が誇れる精神です。だか
ら我々は、ロータリーが好きなのです。
　RIの方針は、ロータリーに誰が入っても
良し・出席と言わず参加と言う・週２回の例
会で良し・入会金無し・寄付だけはして下さ
いとのことです。皆さん、この様なロータ
リーに魅力がありますか。
　剱田ガバナーの原理原則は「決議23-34」です。
その元にあるのが「例会出席」です。まず出席
をしてロータリーを楽しみましょう。その後
ご自身が進むべき道を選択すればいいことで
す。皆さんと共に「ロータリー道」を歩んで行き
たく、この一年よろしくお願いいたします。

ガバナー補佐就任にあたって

岐阜Aグループガバナー補佐
田邊　雅範

　岐阜地区は12RCありますが、これを岐阜
Aと岐阜Bの２グループに分けられていま
す。岐阜Aグループは５クラブで構成され、
ガバナー補佐は各クラブの輪番制となってい
ます。2016-17年度は岐阜中RCで担当するこ
とになり、また同グループの代表幹事の職も
当クラブで務めます。また本年は岐阜A・B
グループの代表幹事も当クラブで務めます。
　我クラブからは小生が推薦され、昨年10月
25日の「顔合わせ会及び研修会」を皮切りに本
年６月11日の「地区役員引継ぎ会」迄、必須の
資格研修も含め数多くの会合に出席し、ロー
タリーとガバナー補佐の責務と活動について
の研修を経て、ガバナー補佐を拝命しました。
　ガバナー補佐の基本的な責務は、担当クラ
ブがクラブ運営管理に関して効果的に機能す
るための支援をするためにガバナーを補佐す
ること。
　活動としては、担当クラブを訪問してガバ
ナーの方針等の伝達とクラブの問題等への支
援。IMや公式訪問、会長幹事懇談会及びセミ
ナー等の実施です。岐阜AグループのIM、公
式訪問合同例会、会長幹事懇談会は年度が始
まった早々の７月16日に岐阜都ホテルで開催
いたします。皆様のご参加をお願いします。
　また先にも記したように岐阜地区には２グ
ループありますので、それぞれの各クラブが
円滑に運営できるように、岐阜Bグループの
ガバナー補佐とも連携していきたいと思って
います。
　グループの皆様のご指導・ご鞭撻を頂きな
がら、少しでもお役に立つように努める所存
です。
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就任にあたって

岐阜Ｂグループガバナー補佐
木村　静之

　剱田廣喜ガバナーの要請により、すでに前
年度中に当グループ７クラブの例会等をご訪
問し、各クラブの状況を拝見させていただき
ました。
　新年度の７月に、改めて各クラブをご訪問
し、ガバナーの考え方や地区の方針等につい
て卓話をさせていただきます。
　９月３日㈯にガバナー公式訪問・７クラブ
合同例会を開催いたします。同日、引き続
きIMも開催いたします。「財団100年」の記念
すべき年を迎えますので、IMはそれにちな
み、財団の地区補助金を主たるテーマとし、
各クラブから、地区補助金を活用した事業を
中心に発表していただきます。補助金申請の
ノウハウも含め、今後の各クラブの事業の参
考になると思います。
　増強は、クラブの活力の源です。地区増強
委員会において、増強の必要性を熱心に説か
れ増強の様々な手法を提唱しておられますの
で、各クラブへ浸透するよう努めます。
　国際ロータリーの規定審議会で重要な改正
がなされました。私としてもそれを理解し、
各クラブにおける定款・細則整備のお手伝い
ができるようにしたいと思います。

ロータリアンとして

岐阜西濃グループガバナー補佐
西脇　保彦

　久し振りに地区でのRC活動を務めること
になり、現在思うことは世界中でそれぞれの
国のロータリアンが国々の現状を踏まえての
企業経営、奉仕、国益、国防を考えて行動し
ている中で、ロータリーとはと問いかけてみ
たい。ロータリーとは、ポールＰハリス（創
立者）〝ロータリーの誕生とその成長〞日本の

魅力あるロータリー

岐阜東濃グループガバナー補佐
齋木　寛治

　地区活動方針テーマ「最も出席するもの最
も報いられる」ガバナー方針を充分理解し思
いやりの心、助け合いの心を作りロータリア
ンとしての人格を形成する唯一の場所が例
会場であり、最も出席するもの最も報いら
れる所だと思っております。RI会長、ガバ
ナー、クラブ会長各々の方針にもとづく目標
達成が出来るよう共に勉強していきたいと

ガバナー補佐抱負

ロータリーは米山梅吉（日本の創設者）日本の
ロータリーのことばを理解し「ロータリーの
目的」意義ある事業の基礎として、奉仕の理
念を奨励し、これを育むことにある。この
ことを理解してRC会長ジョンＦジャーム氏
「人類に奉仕するロータリー」そして我々の第
2630地区ガバナー剱田廣喜氏の「最も出席す
るもの、最も報いられる」のテーマ、信条と
地区目標（４項目）、クラブ目標（６項目）を十
分理解し、私達岐阜西濃グループはそれぞれ
の会長、幹事、副会長、各委員長さんの下、
クラブに即した活動を展開されることを願
い、しっかりサポートするのがガバナー補佐
の役割であると認識しております。
　自然体で無理をしないでそれぞれの委員会
で活発な意見を出し、ロータリアンを知り、
実行実践されれば、すばらしいロータリー活
動になるのではないでしょうか。
　今期、西濃グループのIMは2016年９月７
日㈬大垣フォーラムＨで開催します。イン
ターシティミーティング、ガバナー公式訪
問、特別講演会を激動する世界日本の戦後、
第二次世界大戦後の70周年のことを十分知
り、ロータリー活動を企業人として務めてま
いりたいと思っています。
　最後になりますが微力ながら精一杯務めて
参りますのでご協力ご指導をよろしくお願い
申し上げます。
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「ガバナー補佐としての私」

東海北陸道グループガバナー補佐
横山　隆一郎

　私はロータリアンとして決して優等生では
ありませんでした。むしろ劣等生に近かった
様に思います。そんな私がいきなりガバナー
補佐を引き受けることとなり今日を迎えまし
た。各種研修会やセミナーに出席し、各グ
ループや各クラブの現状を知ることとなりま
した。活発に活動されているクラブはやはり
雰囲気が違うことを肌で感じました。また剱
田ガバナーのロータリーに対する情熱に心を
打たれ、方針や考え方に同感しました。劣等
生の私がどこまで期待に応えられるか自信が
ありません。剱田ガバナーの思いを伝えるこ
とは多少出来るとしても会員の方々に理解し
てもらい、気持ちをもらい、行動に移しても
らわないことには役目を果たしたことになら
ないと思うからです。平成元年当時、各務原
ロータリークラブは70名ほどの会員を擁し、
出席率も大変良かった。そのクラブが衰退し
ていった経緯も見てきました。その経験も生
かしながら、また全ての関係者のご協力を頂
きながら自分の持てる能力を発揮して役目を
果たしていく所存です。

ガバナー補佐就任に当たり

濃飛グループガバナー補佐
原　明治

　今年度のRIジョンFジャーム会長のテーマ
は『人類に奉仕するロータリー』歴史あるRC
にふさわしいテーマです。
　現在　世界、日本、地区内では会員減少の
傾向があります。新年度活動に当たり、剱田
廣喜ガバナーは、信条でもある『思いやりの
心 助け合いの心』又会員増強を強調せられ、
私と致しても、グループ内の皆様方に微力な
がら増強を発進し楽しく明るいクラブに努め
ます。
　私は1985年に入会し、30年の経験と奉仕の
精神を忘れずガバナーの想いに添える様クラ
ブとガバナーのパイプ役として一年間勤める
所存でございます。
　昨年度から各種資格研修セミナ－に参加
し、何をすべきか深く考えさせられた事があ
りました。歴史、文化の違うクラブ、理事会 
役員会 等で会話を設け、地域性に合った活
動など参考になる機会を持ち、クラブの繁栄
に努めたいと思います。
　2630地区ガバナー補佐の皆様と友好を計
り、知恵を頂き、グル－プの繁栄に努めロー
タリーの理念と奉仕活動を訴えて行きたいと
思います。
『もっとも奉仕する者 もっともむくいられる』
　会員の皆様にはこの一年間何かとお世話に
なりますがどうぞ宜しくお願い致します。

思っております
　クラブ会員は常に相手の立場になって物事
を考え、思いやりとヒユーマニズムの精神の
上にたち、会員個人はそれぞれの自分の職業
を通じて奉仕活動を心掛け、また一方クラブ
は団体として奉仕活動を執り行おうとするも
のであります。即ち。ロータリークラブは奉
仕と友愛を基盤とした団体なのでありますと
先輩会員からおそわりましたがロータリーの
倫理・哲学は奥深く私には難解ではあります
がロータリーを地域から認めてもらえ、お役
に立てることが活動ではないかと思います。
多くの皆様との出会いを楽しみに一年間宜し
くお願い致します。
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第2630地区 役員・委員会名簿
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8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
火 水 木

29 30 31

1 2 3 4 5 6 7
火 水 木 金 月 火 水 木 金土 日 月 火 水 木 金土 日 月土 日 金 土 日

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
火 月 火 水水 木

29 30

1 2 3 4 5 6 7
木 金 月 火 水 木 金土 日 月 火 水 木 金土 日 月土 日 金 土 日

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
火 月水 木 火 水 木

29 30
金 土
31

会
員
増
強
・
新
ク
ラ
ブ
結
成
推
進
月
間

基
本
的
教
育
と
識
字
率
向
上
月
間
・

ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
月
間

経
済
と
地
域
社
会
の
発
展
月
間
・
米
山
月
間

疾
病
予
防
と
治
療
月
間

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
月
間

2016-17年度  地区行事予定表（上半期）
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グループ ガバナー補佐 クラブ名 クラブ会長 クラブ幹事 例会
曜日 点　鐘 例　会　場

桑
員
グ
ル
ー
プ

小笠原まき子

桑 名 伊 藤 　 巧 中 川 四 郎 月 12：30 桑名シティホテル５Ｆ

桑 名 西 矢 後 義 則 矢 田 俊 二 水 注① 桑名シティホテル５Ｆ

桑 名 中 央 川 北 宗 弘 伊 藤 匡 昭 金 12：30 ホテル花水木

桑 名 北 松 宮 竹 弥 加 藤 仁 美 木 19：00 桑名シティホテル５Ｆ

四
日
市
グ
ル
ー
プ

宮 﨑 由 至

四 日 市 佐 藤 　 純 堀 木 直 弘 木 12：30 四日市都ホテル３Ｆ

四 日 市 北 伊 藤 竜 児 伊 藤 正 純 火 12：30 四日市大学　９号館４Ｆ

四 日 市 西 萩 　 文 三 男 小 畑 英 慎 金 12：30 四日市都ホテル16Ｆ

四 日 市 南 伊 藤 友 一 羽 田 清 志 水 12：30 四日市シティホテル４Ｆ

四 日 市 東 福 田 一 夫 谷 﨑 篤 史 月 12：30 四日市シティホテル３Ｆ

鈴
鹿
・
亀
山
グ
ル
ー
プ

青 木 啓 文

鈴 鹿 瀬 尾 勇 次 小 牧 智 之 水 12：30 鈴鹿商工会議所４Ｆ

鈴 鹿 西 世 古 口 弘 子 服 部 高 宣 火 12：30 鈴鹿商工会議所４Ｆ

鈴 鹿 ベ イ 平 野 泰 治 川 岸 憲 博 木 18：30 鈴鹿サーキットホテル　ミーティングルーム1

亀 山 川 瀬 　 宏 伊 藤 淳 彦 月 18：30 亀山商工会館２Ｆホール

鈴 鹿 シ テ ィ 櫛 田 浩 哉 水 谷 　 晃 水 19：00 鈴鹿サーキットホテル　ミーティングルーム1

中
勢
・
伊
賀
グ
ル
ー
プ

中 村 晶 宣

津 三 藤 治 喜 伊 藤 利 彦 水 12：30 津都ホテル

上 野 市 川 隆 成 中 森 良 文 火 12：30注② ヒルホテルサンピア伊賀

名 張 山 崎 哲 也 中 森 孝 栄 月 12：30注⑧ 名張産業振興センター１Ｆ

津 南 竹 内 敏 明 岡 部 宏 司 火 12：30 津都ホテル５Ｆ

津 北 岩 崎 　 均 楠 井 嘉 行 木 12：30 富士ゼロックス三重㈱４Ｆ会議室

上 野 東 中 尾 彰 克 出 後 秀 雄 木 注④ 上野フレックスホテル

久 居 辻 原 宣 和 下 里 義 治 月 12：30 久居グリーンホテル

名 張 中 央 生 田 亮 司 玉 置 英 治 水 12：30注③ 名張シティホテル

松
阪
・
東
紀
州
グ
ル
ー
プ

宇 野 恭 生

松 阪 砂 子 　 貢 安 西 秀 一 水 12：30 三重信用金庫日野町支店３Ｆ

松 阪 東 中 村 容 子 地 主 昌 美 月 12：30 松阪商工会議所３Ｆ

熊 野 濵 口 佳 丈 山 門 弘 毅 木 19：00注⑤ 注⑤　新宮信用金庫熊野支店３Ｆ・みどりや

尾 鷲 北 村 　 豪 中 瀬 幸 志 水 12：30注⑥ 尾鷲商工会議所３Ｆ

松 阪 山 桜 清 水 三 昭 鴻 原 　 光 木 19：00 フレックスホテル

伊
勢
・
鳥
羽
・
志
摩
グ
ル
ー
プ

三 宅 將 義

伊 勢 松 葉 康 博 有 田 智 史 火 12：30 伊勢商工会議所４Ｆ中ホール

鳥 羽 増 田 　 肇 野 村 一 弘 水 12：30 かんぽの宿鳥羽

伊 勢 南 荒 木 俊 明 河 村 幸 久 木 12：30 伊勢商工会議所４Ｆ中ホール

志 摩 田 中 愛 偕 太 田 和 正 火 12：30 注⑦　伊勢志摩ロイヤルホテル・㈱賢島宝生苑

伊 勢 中 央 東 　 伸 周 長 谷 川 孝 明 金 12：30 伊勢商工会議所４Ｆ中ホール

伊 勢 度 会 越 川 貴 行 奥 野 幸 良 水 12：30 伊勢シティホテル２Ｆ

注①　第１・３・５週　12：30～　第２・４週　18：00～
注②　第５週のみ　18：30～
注③　第１・５週　18：30～
注④　第１・２・４週　12：30～　第３・５週　18：00～

注⑤　第１週　12：30～（新宮信用金庫熊野支店３F）
　　　第２・３・４週　19：00～（みどりや）
注⑥　第１週　19：00～　第２・３・４・５週　12：30～
注⑦　第１週　伊勢志摩ロイヤルホテル
　　　第２～５週　㈱賢島宝生苑
注⑧　第５週のみ　18：30～　赤目山水園

第2630地区 クラブ一覧（三重）
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事　務　所　所　在　地 ＴＥＬ ＦＡＸ Ｅ - ｍａｉｌ

511-0068 桑名市中央町３-23　桑名シティホテル２Ｆ 0594-24-2244 0594-24-6969 rotary@kuwana.ne.jp

511-0068 桑名市中央町３-23　桑名シティホテル４Ｆ 0594-21-6253 0594-24-6253 w-rc@kuwana.ne.jp

511-0068 桑名市中央町３-23　桑名シティホテル４Ｆ 0594-22-9878 0594-22-9889 kchuo-rc@hb.tp1.jp

511-0068 桑名市中央町３-23　桑名シティホテル４Ｆ 0594-27-2800 0594-27-2801 kuwana-n@alpha.ocn.ne.jp

510-0075 四日市市安島１-３-38　四日市都ホテル901号室 059-353-1616 059-353-1600 yrc@poem.ocn.ne.jp

512-8512 四日市市萱生町1200　四日市大学内 059-363-0456 059-363-0483 ynrc@vega.ocn.ne.jp

510-0822 四日市市芝田１-２-９ 四日市市指定上下水道工事業者協組２Ｆ 059-353-0349 059-352-7873 ywrc@pure.ocn.ne.jp

510-0086 四日市市諏訪栄町７-28　四日市シティホテル５Ｆ 059-353-2233 059-353-2243 ysrc07@yahoo.co.jp

510-0086 四日市市諏訪栄町７-28　四日市シティホテル２Ｆ 059-355-1645 059-355-2400 offi  ce@yerc.org

513-0802 鈴鹿市飯野寺家町816　鈴鹿商工会議所３Ｆ 059-382-4624 059-382-2216 suzukarc@mecha.ne.jp

513-0802 鈴鹿市飯野寺家町816　鈴鹿商工会議所３Ｆ 059-383-7077 059-383-0501 info@rotary-suzuka-west.org

510-0201 鈴鹿市稲生町7992　鈴鹿サーキットホテル内 059-379-2484 059-379-2770 offi  ce@suzukabay-rc.org

519-0124 亀山市東御幸町39-８　亀山商工会館３Ｆ 0595-83-2625 0595-82-8077 kameyama@aqua.ocn.ne.jp

510-0201 鈴鹿市稲生町7992　鈴鹿サーキットホテル内 059-379-2875 059-379-2770 s-cityrc@mecha.ne.jp

514-0033 津市丸之内29-14　津商工会議所４F 059-228-0243 059-228-0283 tsurc@quartz.ocn.ne.jp

518-0873 伊賀市上野丸之内500　ハイトピア伊賀３Ｆ 0595-24-3100 0595-24-6292 ueno-rc@ict.ne.jp

518-0729 名張市南町822-２　名張産業振興センター４Ｆ 0595-63-1338 0595-63-8163 nabarirc@e-net.or.jp

514-0027 津市大門10-７　ピッチャーズビル２Ｆ 059-225-2373 059-213-6175 src.tsu@dream.ocn.ne.jp

514-8578 津市栄町１-817　富士ゼロックス三重㈱内 059-229-2097 059-229-2282 ntsurc@estate.ocn.ne.jp

518-0828 伊賀市平野中川原484-１　上野フレックスホテル内 0595-24-4650 0595-24-4656 u-eastrc@ict.ne.jp

514-1122 津市川方町928-１　久居グリーンホテル別館３Ｆ351号室 059-255-1234 059-255-1238 hisai-rc@ztv.ne.jp

518-0729 名張市南町822-２　名張産業振興センター４Ｆ 0595-63-9834 0595-64-6951 nachuorc@nava21.ne.jp

515-0084 松阪市日野町585-２　三重信用金庫日野町支店２Ｆ 0598-22-3322 0598-22-3323 mrc@sirius.ocn.ne.jp

515-0014 松阪市若葉町161-２　松阪商工会議所３Ｆ 0598-52-0851 0598-51-8129 ma-erc@ma.mctv.ne.jp

519-4324 熊野市井戸町349-１　熊野市林業会館内 0597-85-2110 0597-85-2118 kumanorc@sirius.ocn.ne.jp

519-3611 尾鷲市朝日町14-45　尾鷲商工会議所４Ｆ 0597-22-7038 0597-22-7038 owase-r@az-s.com

515-0019 松阪市中央町36-18　フレックスホテル１Ｆ 0598-52-6555 0598-52-6556 myrc@email.plala.or.jp

516-0037 伊勢市岩渕１-７-17　伊勢商工会議所４Ｆ 0596-23-2212 0596-27-2220 iserc@amigo2.ne.jp

517-0022 鳥羽市大明東町１-７　鳥羽商工会議所２Ｆ 0599-25-6039 0599-26-4588 tobarc@poplar.ocn.ne.jp

516-0037 伊勢市岩渕１-７-17　伊勢商工会議所４Ｆ 0596-28-2560 0596-24-3736 ises-rc@trust.ocn.ne.jp

517-0501 志摩市阿児町鵜方2011-１　NTT阿児ビル３Ｆ 0599-43-6355 0599-43-6256 shima.rc@abeam.ocn.ne.jp

516-0037 伊勢市岩渕１-７-17　伊勢商工会議所２Ｆ 0596-27-0072 0596-27-5996 isechuo@amigo2.ne.jp

516-0073 伊勢市吹上１-11-31　伊勢シティホテル３Ｆ 0596-22-7727 0596-22-7757 iw-rc@arion.ocn.ne.jp
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グループ ガバナー補佐 クラブ名 クラブ会長 クラブ幹事 例会
曜日 点　鐘 例　会　場

岐
阜
Ａ
グ
ル
ー
プ

田 邊 雅 範

岐 阜 高 橋 伸 治 山 岡 利 安 金 12：30 岐阜都ホテル

岐 阜 西 山 田 佳 孝 四 ツ 橋 昌 彦 月 12：30 岐阜会館

岐 阜 長 良 川 河 合 喜 三 戸 本 　 伸 土 12：30 岐阜グランドホテル

岐 阜 北 安 藤 武 司 波 多 野 光 裕 水 12：30 岐阜都ホテル

岐 阜 中 秋 保 賢 一 大 橋 哲 也 火 12：30 岐阜都ホテル

岐
阜
Ｂ
グ
ル
ー
プ

木 村 静 之

岐 阜 南 浅 野 良 浩 野 原 伸 之 木 12：30 岐阜グランドホテル

岐 阜 東 松 田 良 明 吉 川 康 彦 火 12：30 岐阜都ホテル

岐 阜 東 南 小 川 光 明 美 濃 輪 秀 人 金 12：30 ホテルグランヴェール岐山

岐 阜 加 納 宇 野 耕 史 宮 田 　 茂 金 18：30 ホテルグランヴェール岐山

岐 阜 エ ト ス 真 鍋 貞 典 北 川 宥 智 月 12：30 岐阜グランドホテル

岐 阜 城 杉 山 昌 治 長 屋 貴 之 水 12：30 岐阜都ホテル

岐 阜 中 山 道 志 知 正 博 虫 賀 友 則 火 18：30 ホテルグランヴェール岐山

岐
阜
西
濃
グ
ル
ー
プ

西 脇 保 彦

大 垣 石 井 成 一 吉 村 有 人 水 12：30 大垣フォーラムホテル

大 垣 西 大 橋 賢 治 金 森 　 武 火 12：30 大垣フォーラムホテル

本 巣 松 村 多 美 夫 鷲 見 芳 男 火 12：30 コミュニティホール　サン・プラスパ

羽 島 加 藤 宗 雄 松 田 和 彦 火 12：30 アンディアーモ　パルテンツァホテル

不 破 澤 頭 健 治 福 田 一 弘 木 12：30 大垣西濃信用金庫垂井支店２Ｆ

大 垣 中 古 川 武 光 近 藤 竜 也 金 12：30 大垣フォーラムホテル

大垣センチュリー 松 井 博 幸 堀 　 重 人 月 注① 大垣フォーラムホテル

岐 阜 淡 墨 伊 藤 彰 浩 豊 田 鐘 三 木 12：30 大垣フォーラムホテル

岐阜サンリバー 大 野 道 夫 永 田 実 彦 月 12：30 アンディアーモ　パルテンツァホテル

岐
阜
東
濃
グ
ル
ー
プ

齋 木 寛 治

多 治 見 加 藤 守 孝 加 藤 芳 晴 水 12：30 多治見市産業文化センター４Ｆ

中 津 川 波 多 野 一 夫 酒 井 康 孝 木 12：30 中津川商工会議所３Ｆ

瑞 浪 河 口 　 一 景 山 助 夫 金 12：30 瑞浪商工会議所２Ｆ

恵 那 渡 辺 敏 夫 脇 田 　 誠 火 12：30 クラブいち川

土 岐 山 村 宜 久 曽 根 信 司 月 12：30 土岐商工会議所５Ｆ大ホール

多 治 見 西 中 島 竹 壽 加 藤 真 左 子 木 12：30 多治見市産業文化センター４Ｆ

中津川センター 安 藤 　 茂 鷹 見 幸 久 月 12：30 中津川商工会議所３Ｆ

多治見リバーサイド 荒 木 康 夫 澤 田 哲 郎 火 12：30 多治見市産業文化センター４Ｆ

東
海
北
陸
道
グ
ル
ー
プ

横 山 隆 一 郎

美 濃 西 村 　 進 吉 田 裕 治 金 12：30 美濃緑風荘

各 務 原 小 林 幹 男 河 野 春 男 水 12：30 各務原市産業文化センター２Ｆ

関 今 峰 　 徹 池 村 真 一 郎 火 12：30 大垣共立銀行関支店２Ｆ

郡 上 八 幡 小 笠 原 正 道 村 土 時 男 木 12：30 ㈱八幡建設２Ｆ

関 中 央 石 原 妙 生 波 多 野 篤 志 木 18：30 関観光ホテル

郡 上 長 良 川 山 下 　 誠 畑 中 知 昭 水 18：30 白鳥町農業指導研修センター２Ｆ

各 務 原 中 央 小 林 茂 弘 澤 野 　 悟 木 18：30 各務原市産業文化センター８Ｆぶるうすかい

各務原かかみの 片 岡 紀 生 足 立 善 昭 水 18：30 コパン各務原

濃
飛
グ
ル
ー
プ

原 　 明 治

高 山 住 　 宏 夫 垣 内 　 晃 木 12：30 高山信用金庫３Ｆ大会議室

下 呂 井 上 一 徳 大 塚 正 議 月 12：30 ホテル　パストール

高 山 西 井 辺 一 章 堺 　 和 信 金 12：30 大垣共立銀行高山支店４Ｆ

美 濃 加 茂 高 井 文 洋 小 原 岳 史 金 12：30 シティホテル美濃加茂

可 児 奥 村 幸 夫 加 藤 敬 司 木 12：30 東建塩河カントリー倶楽部

可 茂 奥 村 　 哲 馬 場 　 均 水 12：30 シティホテル美濃加茂

高 山 中 央 田 中 雅 昭 中 田 　 学 月 12：30 ひだホテルプラザ

注①　第１・３週　18：30～　第２・４・５週　12：30～

第2630地区 クラブ一覧（岐阜）
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事　務　所　所　在　地 ＴＥＬ ＦＡＸ Ｅ - ｍａｉｌ

500-8727 岐阜市神田町２丁目　岐阜商工会議所３Ｆ 058-264-9235 058-266-4753 offi  ce@gifu-rc.jp

500-8727 岐阜市神田町２丁目　岐阜商工会議所３Ｆ 058-264-9235 058-266-4753 gifuwest@vesta.ocn.ne.jp

500-8727 岐阜市神田町２丁目　岐阜商工会議所３Ｆ 058-264-9235 058-266-4753 nagararc@ccom.or.jp

500-8727 岐阜市神田町２丁目　岐阜商工会議所３Ｆ 058-264-9235 058-266-4753 info@gifunaka.com

500-8727 岐阜市神田町２丁目　岐阜商工会議所３Ｆ 058-264-9235 058-266-4753 info@gifunaka.com

500-8727 岐阜市神田町２丁目　岐阜商工会議所３Ｆ 058-264-9235 058-266-4753 gfs-rc@ccom.or.jp

500-8727 岐阜市神田町２丁目　岐阜商工会議所３Ｆ 058-264-9235 058-266-4753 gifu-east.rc@alato.ne.jp

500-8727 岐阜市神田町２丁目　岐阜商工会議所３Ｆ 058-264-9235 058-266-4753 gifu-tonan@ccom.or.jp

500-8727 岐阜市神田町２丁目　岐阜商工会議所３Ｆ 058-264-9235 058-266-4753 kanou-rc@ccom.or.jp

500-8727 岐阜市神田町２丁目　岐阜商工会議所３Ｆ 058-264-9235 058-266-4753 gifu-ethos@ccom.or.jp

500-8727 岐阜市神田町２丁目　岐阜商工会議所３Ｆ 058-264-9235 058-266-4753 gifu-castle.rc@alato.ne.jp

500-8727 岐阜市神田町２丁目　岐阜商工会議所３Ｆ 058-264-9235 058-266-4753 gifu2222@ccom.or.jp

503-0803 大垣市小野４丁目35-10　大垣市情報工房４Ｆ 0584-82-5200 0584-74-4541 ogaki4rc@helen.ocn.ne.jp

503-0803 大垣市小野４丁目35-10　大垣市情報工房４Ｆ 0584-82-5200 0584-74-4541 ogaki4rc@helen.ocn.ne.jp

501-0455 本巣郡北方町高屋伊勢田1-43-2 058-324-2600 058-323-4070 motosurc@nifty.com

501-6255 羽島市福寿町浅平3-106　羽島市いきいき元気館３Ｆ 058-392-2888 058-391-2260 hashimar@ccn3.aitai.ne.jp

503-2121 不破郡垂井町1856-1 0584-23-4514 0584-22-5895 fuwarc@par.odn.ne.jp

503-0803 大垣市小野４丁目35-10　大垣市情報工房４Ｆ 0584-82-5200 0584-74-4541 ogaki4rc@helen.ocn.ne.jp

503-0803 大垣市小野４丁目35-10　大垣市情報工房４Ｆ 0584-82-5200 0584-74-4541 ogaki4rc@helen.ocn.ne.jp

501-0455 本巣郡北方町高屋伊勢田１-43-２ 058-324-2600 058-323-4070 usuzumi@estate.ocn.ne.jp

503-0654 海津市海津町高須442 0584-53-4350 0584-53-3186 sunriver@okbnet.ne.jp

507-0831 多治見市新町1-23　多治見市産業文化センター４Ｆ 0572-25-5100 0572-25-5101 t-rc@joy.ocn.ne.jp

508-0045 中津川市かやの木町1-20　中津川商工会議所３Ｆ 0573-66-9933 0573-66-8766 n-rc@takenet.or.jp

509-6121 瑞浪市寺河戸町1043-2　瑞浪商工会議所内 0572-67-1754 0572-67-2825 m-rotary@luck.ocn.ne.jp

509-7203 恵那市長島町正家１-５-11　恵那商工会議所２F 0573-25-9888 0573-25-9889 ena@rotary.enat.jp

509-5121 土岐市土岐津町高山６-７　土岐商工会議所４Ｆ 0572-54-8426 0572-54-2223 toki2rc@arion.ocn.ne.jp

507-0831 多治見市新町１-23　多治見市産業文化センター４Ｆ 0572-25-5100 0572-25-5101 n-rc@joy.ocn.ne.jp

508-0045 中津川市かやの木町１-20　中津川商工会議所３Ｆ 0573-66-7301 0573-65-6960 ncrotary@takenet.or.jp

507-0831 多治見市新町１-23　多治見市産業文化センター４Ｆ 0572-25-5100 0572-25-5101 r-rc@joy.ocn.ne.jp

501-3743 美濃市上条78-７　美濃商工会議所３Ｆ 0575-33-4959 0575-33-4958 mino-rc@yacht.ocn.ne.jp

504-0912 各務原市那加桜町２-186　各務原市産業文化センター５Ｆ 058-382-4649 058-382-4719 info@kakamigahara-rc.jp

501-3874 関市平和通７-10-25　アメリア２F 0575-22-9332 0575-22-9977 seki-rc@abelia.ocn.ne.jp

501-4221 郡上市八幡町小野67　㈱八幡建設２Ｆ 0575-67-0314 0575-67-0005 rc-8man@abeam.ocn.ne.jp

501-3803 関市西本郷通５-２-53 0575-24-7332 0575-23-5278 sekichuo@hyper.ocn.ne.jp

501-5121 郡上市白鳥町白鳥47-12　白鳥町農業指導研修センター２Ｆ 0575-82-3822 0575-82-5191 gsrc@abelia.ocn.ne.jp

504-0912 各務原市那加桜町2-186　各務原市産業文化センター５Ｆ 058-383-3425 058-371-6828 kcrc@titan.ocn.ne.jp

504-0022 各務原市那加東亜町106　各務原市東亜町会館１Ｆ 058-382-9331 058-382-9328 krc2630@gmail.com

506-0841 高山市下三之町136　十六銀行高山支店２Ｆ 0577-32-5420 0577-35-2347 ty-rc@alto.ocn.ne.jp

509-2207 下呂市湯之島801-２　下呂温泉旅館会館３Ｆ 0576-24-1620 0576-25-6632 gero-rc@proof.ocn.ne.jp

506-0026 高山市花里町3-33-3　大垣共立銀行高山支店３F 0577-34-3988 0577-34-1906 twrc2630@circus.ocn.ne.jp

505-0041 美濃加茂市太田町2565-１　シティホテル美濃加茂２Ｆ 0574-25-2824 0574-28-2575 minokamo@viola.ocn.ne.jp

509-0203 可児市下恵土5166-1　可児市総合会館分室２Ｆ 0574-63-1001 0574-63-1004 rotary@kani.or.jp

509-0203 可児市下恵土5166-1　可児市総合会館分室２Ｆ 0574-63-3535 0574-63-2535 kamorc@ma.ctk.ne.jp

506-0011 高山市本町１-２　飛騨信用組合本町サテライト出張所３Ｆ 0577-36-0730 0577-36-1488 jimu@takayamacrc.jp
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グループ ク  ラ  ブ 出席率 例会数 期末
会　員　数

期首 月末 うち女性 増減

桑　

員

桑 名 93.93 3 44 44 44 0 0

桑 名 西 75.93 3 34 35 37 0 2

桑名中央 80.63 3 32 32 31 1 －1

桑 名 北 92.00 3 32 32 33 9 1

グループ計（4） 85.62 142 143 145 10 2

四　

日　

市

四 日 市 97.80 3 99 99 99 0 0

四日市北 85.96 3 18 18 21 4 3

四日市西 95.00 3 54 54 58 4 4

四日市南 87.25 3 36 36 34 2 －2

四日市東 100.00 4 40 40 40 1 0

グループ計（5） 93.20 247 247 252 11 5

鈴　

鹿
・
亀　

山

鈴 鹿 84.79 3 57 57 60 8 3

鈴 鹿 西 70.60 4 43 43 43 7 0

鈴鹿ベイ 73.81 3 11 11 14 0 3

亀 山 80.35 4 15 15 16 0 1

鈴鹿シティ 84.10 3 59 62 65 4 3

グループ計（5） 78.73 185 188 198 19 10

中　

勢
・
伊　

賀

津 90.56 3 60 61 63 2 2

上 野 98.45 4 36 36 36 0 0

名 張 94.72 4 38 38 36 0 －2

津 南 94.82 4 46 46 50 1 4

津 北 86.89 3 39 39 44 4 5

上 野 東 100.00 3 37 37 37 0 0

久 居 89.88 4 33 33 33 0 0

名張中央 90.50 3 28 28 25 1 －3

グループ計（8） 93.23 317 318 324 8 6

松 

阪
・
東 

紀 

州

松 阪 89.66 3 67 67 71 0 4

松 阪 東 87.29 4 57 57 59 11 2

熊 野 77.14 3 32 32 35 3 3

尾 鷲 79.16 3 11 11 12 2 1

松阪山桜 70.17 3 34 34 38 4 4

グループ計（5） 80.68 201 201 215 20 14

伊
勢
・
鳥
羽
・
志
摩

伊 勢 93.56 4 61 61 59 0 －2

鳥 羽 82.58 2 35 36 34 4 －2

伊 勢 南 87.41 3 38 38 39 0 1

志 摩 77.68 3 45 45 47 11 2

伊勢中央 97.02 3 46 46 48 0 2

伊勢度会 100.00 4 14 14 13 2 －1

グループ計（6） 89.71 239 240 240 17 0

三重県合計（33） 87.56 1,331 1,337 1,374 85 37

グループ ク  ラ  ブ 出席率 例会数 期末
会　員　数

期首 月末 うち女性 増減

岐　

阜　

Ａ

岐 阜 86.98 3 88 88 89 0 1

岐 阜 西 88.25 4 54 54 55 0 1

岐阜長良川 90.34 4 53 53 55 0 2

岐 阜 北 82.81 3 32 32 31 3 －1

岐 阜 中 76.61 4 31 31 31 1 0

グループ計（5） 85.00 258 258 261 4 3

岐　

阜　

Ｂ

岐 阜 南 88.94 3 74 74 81 3 7

岐 阜 東 84.86 4 51 51 50 1 －1

岐阜東南 82.56 4 32 32 38 0 6

岐阜加納 81.38 4 59 59 60 0 1

岐阜エトス 71.46 4 13 13 16 2 3

岐 阜 城 82.98 3 17 17 19 1 2

岐阜中山道 64.58 4 13 13 13 3 0

グループ計（7） 79.54 259 259 277 10 18

岐　

阜　

西　

濃

大 垣 80.39 3 84 84 90 0 6

大 垣 西 89.80 3 79 79 82 0 3

本 巣 81.92 4 28 28 31 0 3

羽 島 91.75 3 31 31 30 3 －1

不 破 75.00 3 31 31 28 0 －3

大 垣 中 79.26 3 38 38 41 0 3

大垣センチュリー 73.59 4 49 49 51 1 2

岐阜淡墨 100.00 3 13 13 14 1 1

岐阜サンリバー 92.16 3 20 20 19 4 －1

不破の関 74.36 3 13 13 13 0 0

グループ計（10） 83.82 386 386 399 9 13

岐　

阜　

東　

濃

多 治 見 84.26 4 43 43 49 3 6

中 津 川 79.41 3 65 65 71 2 6

瑞 浪 95.97 3 57 57 57 0 0

恵 那 85.15 4 38 38 35 0 －3

土 岐 87.82 4 40 40 41 1 1

多治見西 80.28 3 38 38 39 ４ 1

中津川センター 86.19 4 43 43 44 0 1

多治見リバーサイド 80.12 4 35 35 36 1 1

グループ計（8） 84.90 359 359 372 10 13

東　

海　

北　

陸　

道

美 濃 77.87 4 32 32 33 0 1

各 務 原 60.00 3 23 23 21 0 －2

関 91.34 4 46 46 46 2 0

郡上八幡 96.67 3 42 42 41 0 －1

関 中 央 98.81 3 32 32 32 0 0

郡上長良川 73.08 3 25 26 26 2 0

各務原中央 69.10 3 27 27 29 0 2

各務原かかみの 78.57 3 14 14 14 4 0

グループ計（8） 80.68 241 242 242 8 0

濃　
　

飛

高 山 83.76 3 39 39 41 0 2

下 呂 81.25 4 14 14 20 0 6

高 山 西 75.03 3 44 44 42 0 －2

美濃加茂 83.33 3 27 27 30 4 3

可 児 85.71 3 28 28 28 0 0

可 茂 80.00 3 16 16 15 3 －1

高山中央 82.86 5 55 55 57 4 2

グループ計（7） 81.71 224 223 233 11 10

岐阜県合計（45） 82.59 1,726 1,727 1,784 53 57

地 区 合 計（78） 84.69 3,057 3,064 3,158 138 94

出席率 期　首 月　末 うち女性 増　減

三重県合計（33） 86.13 1,337 1,363 　79 　26

岐阜県合計（45） 83.72 1,712 1,784 　47 　72

地 区 合 計（78） 84.72 3,049 3,147 　126 　98

■2015年５月（前年度）出席報告

2016年５月分

（注）グループ、県、地区の出席率は全てクラブ数で計算した。

国際ロータリー 第2630地区 出席報告
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2016年５月分

所属クラブ 氏　名 性別 退会年月日
四日市西RC 伊藤　方一 男 2016. ５ .31
四日市西RC 上村　敦暢 男 2016. ５ .31
名 張 R C 森脇　秀彦 男 2016. ５ .31
多治見西RC 山﨑　正司 男 2016. ５ .12
高山 西 R C 中島　弘人 男 2016. ５ .21

塚田　晃
瑞宝単光章

中津川RC

富田右一 
2006.7.3入会
2016.5.4逝去
2011-12年度幹事

大垣センチュリーRC

山田徹太郎
2016.5.11入会
団体保険

津RC

近澤太輔
2016.5.11入会
文具事務用品販売

津RC

片山　光
2016.5.12入会
税理士

津北RC

加藤勝敏
2016.5.13入会
自動車整備

伊勢中央RC

細尾　晃
旭日双光章

高山RC

早川　力
瑞宝双光章

関RC

  受章

三重鉄太郎
2016.5.19入会
信託銀行

四日市RC

卯津羅通済
2016.5.26入会
損害保険

四日市RC

谷　公伸
2016.5.26入会
証券業

四日市RC

橋本　浩
2016.5.10入会
建設請負業

四日市北RC

  入会会員

田口真也
2016.5.9入会
建築設計

岐阜エトスRC

臼井伽織
2016.5.9入会
不動産業

岐阜エトスRC

佐藤貴行
2016.5.9入会
普通銀行

中津川センターRC

  逝去会員

小栗　弘 
1992.1.5入会
2016.5.13逝去
2003-04年度会長
ポールハリスフェロー
ベーネファクター

第3回米山功労者マルチプル

羽島RC

有賀正尚 
1995.10.6入会
2016.5.21逝去
2003-04年度副会長
マルチプルポールハリスフェロー

瑞浪RC

  退会会員

会員動静報告（敬称略）

ガバナー月信　表紙説明

表紙題字…加賀　修パストガバナー
      （桑名西RC）
      2013-14年度ガバナー

安藤日出武
旭日双光章

多治見RC

竹口智巳
2016.5.11入会
新聞販売

鈴鹿RC

永田正巳
旭日中綬章

四日市西RC

松川英明
2016.5.13入会
ホテル

高山西RC

仰木一郎
2016.5.13入会
電力供給

岐阜RC

表紙イラスト…大森 貴絵（おおもり たかえ）
デザイナー／イラストレーター

岐阜県高山市出身・在住
　飛騨高山で古いまちときれいな山にかこま
れてデザイン・イラストをつくる日々です。
　雪深い田舎での暮らしは、都会と比べて不
利になるどころか大きな強みになっています。
季節の花や行事などを織り込み、淡く優しい
タッチの表紙イラストを製作していきたいと
思います。

ガバナー月信６月号訂正記事
P15　逝去会員　岐阜南RC　山田　光男会員　【誤】入会年月日 1922年５月22日→【正】入会年月日 1961年４月27日
裏表紙　第38回ローターアクト年次大会　２行目【誤】岡村　信春ガバナー→【正】岡田　信春ガバナー

  謹んでご冥福をお祈り申し上げます

訳：「まだまだ　飲もうよ」
　　「いやあ　ありがたいな」
訳：「まだまだ　飲もうよ」
　　「いやあ　ありがたいな」

－ 大森貴絵 作 －



次期ガバナー補佐研修セミナー
（2015年11月７日 岐阜都ホテル）

地区チーム研修セミナー
（2016年２月21日 岐阜都ホテル）

国際協議会
（2016年１月17日～23日  米国カリフォルニア州サンディエゴ）

次期地区委員会委員長研修セミナー
（2015年12月６日 岐阜都ホテル）

会長エレクト研修セミナー
（2016年３月12日～13日 ひだホテルプラザ）

地区研修・協議会
（2016年４月17日 飛騨・世界生活文化センター）

2016-2017年度　地区事務所・ガバナー事務所・地区大会事務局　案内 

各地区委員会への連絡・問い合わせ 地 区 事 務 所

ガバナー事務所

地区大会事務局

ガバナー・ガバナーエレクト・ガバナーノミニー
ガバナー補佐・地区幹事への連絡・問い合わせ

〒506-0011  岐阜県高山市本町1-2  飛騨信用組合本町サテライト出張所3F
TEL 0577-33-2630　FAX 0577-33-2635　E-mail 1617@rid2630.org

〒506-0011  岐阜県高山市本町1-2  飛騨信用組合本町サテライト出張所3F
TEL 0577-57-8210　FAX 0577-36-1488　E-mail 1617taikai@rid2630.org

〒500-8212  岐阜県岐阜市日野南3丁目5-16
TEL 058-248-9724　FAX 058-248-9725　E-mail branch@rid2630.org

執務時間 ９：30～17：30
（土・日・祝日　休務）

執務時間 ９：30～16：00
（土・日・祝日　休務）

執務時間 10：00～15：00
（土・日・祝日　休務）地区大会に関する連絡・問い合わせ

新年度までのあゆみ
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